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こんにちは！ 

それでは出かけましょう 

散歩に読書 ぶらり旅 



蒸気船の幻影を追って 

利根川散策  木下河岸を訪ねる 

2017-7-13  

木下まち育て塾 案内人 河野 清一 

於 袖ヶ浦公民館 1：30-3：00 

取材・調査の途中ですが 
   報告・ご案内します 



＜江戸時代～明治時代＞の 
 関東、河川改修、利根川水系の水運事業の変遷についてお話します。 
http://www.s-kawano.net/s-kawano/2016/11/2009.html 
 
1、川蒸気船のはじまりから、その終焉まで 
  ・ 徳川幕府の年貢（回米・物産）・公用文書・物資の地方との 
     伝達システム （継立て、伝馬所や助郷制度）が廃止された。 
  ・ → 明治政府により官営による運輸事業の近代化が推進された。     
       駅逓寮認可の民営陸運会社 → 陸運元会社 → 内国通運会社へ 
       輸送手段は、 和船 → 蒸気船へ、 
       これにより、河川航路開発・運輸の会社事業化がはかられた。 
         そして、事業統合 → 分社化（各地の河岸、廻船所） 
         事業独占の禁止から、→ 活動の競争へ、 
         さらに → 同盟化へ（内国通運、銚子汽船、吉岡家廻船所等） 
 
  ・ やがて水運・川蒸気船事業 → 陸運・鉄道事業の台頭により 
    → そしてさらに、河川行政の転換により川蒸気船は衰退していった。 
2、木下 吉岡家「蔵」保全活動と まちかど博物館活動の経過 
 
3、「史料」に見る木下の蒸気船「銚港丸」の経営の実態について 
   ・出資者「結約書」、帳簿、計算資料について  

本日のガイダンスです。 
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「通運丸」と関東地方の川蒸気船について 
 

 ペリーが外輪蒸気船を従えて日本人の耳目を驚かせてから約２０年、日
本の河川にも黒煙を噴出させながら、蒸気船が走る時代が到来した。 
 

 明治５年（１８７２年）、新橋停車場から開港場・横浜に向けて「陸蒸気」車
が走り始めたそのころ、関東河川にも「川蒸気」船が登場しました。 
 大きな音を立てて外輪を回しながら、高瀬船や小舟を押しのけて、 

東京から小名木川、江戸川、行徳から野田、関宿、境、古河、生井、ある
いは、木下、佐原、銚子へ利根川をめぐり、霞ケ浦の高浜、北浦の鉾田へ
至る航路が瞬く間に開かれました。 
 

 鉄道とは異なり、川蒸気船はすべて民間資本で経営され、多くの船主が
現れては消え、消えては現れました。 
 

 そうした中、江戸時代以来の飛脚問屋が興した「内国通運会社」の通運
丸は、地元資本の「銚子汽船」の銚子丸、木下河岸の河岸問屋・吉岡家
の「銚港丸」と同盟を結び、他の中小汽船会社と激しい競争を繰り広げな
がら、やがて利根川航路を独占していくようになりました。 
 



木下 吉岡まち育て塾、まちかど博
物館案内パンフレット 

（本日の資料の確認） 

蒸気船航路図と蒸気船の「年表」 

木下の蒸気船「銚港丸」 



    品川 物流博物館 
http://www.lmuse.or.jp/about/gaiyou.html 

２００７年１０月２０日 発行 
 （平成19年） 
川蒸気合同展実行委員会 編 
・物流博物館 
・江東区中川船番所資料館 
・木下 吉岡まちかど博物館 
 

入館券 

「参考資料」 

「ガイド・案内」は、この資料や研究図録などを参考にしてます。 
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通運丸模型 物流博物館 

「日本通運社史」よりますと 
 
第一号通運丸は  明治10年竣工 石川島平野造船所で建造 
 全長 七十二尺 （21,8 ｍ） 
 幅    九尺  （2,7 ｍ） 
 型深 四尺五寸 （1,36 ｍ） 
 斜置復筒単式 20馬力 気乾一基 
 総トン数 六十トン（公称34トン） 
 平均速力 10.8キロ （六ノット） 
 
明治10年5月2日から運行されました。 
 

今日のお話する 「川蒸気船」の模型です。「つううんまる」と言います 



石川島平野造船所での通運丸の建造 

明治10年 水戸藩の石川島造船所跡ドックをかりて、
平野富二は、石川島平野造船所を創設しました  

蒸気機関の発明は イギリスのジェームズ・ワット。   
これを応用して アメリカのロバート・フルトンのクロモント号が、ミシシッピー河を走り、 
たくさんの燃料 水を使用してました。 
 
１８５３年 黒船来航は 燃料・水の補給交渉 → 開港、通商条約へ 
日本初の蒸気船は 島津斉彬の薩摩藩で「雲行丸」 
米国に渡った「咸臨丸」は帆装蒸気船 625トン オランダから購入 大砲１２門  
時速６ノット 品川～サンフランシスコ １カ月かかった。 



通運丸の建造については、 
 
明治１１年（１８７８年）  ８艘    明治１７年    ２４艘 
明治10年から昭和期までに   ８７艘もの 通運丸が建造されていました。 
 

「日本近世造船史」、「日本船名録」などのほか、資料、データが少なく、不明な
点が多いのですが、 
石川島平野造船所にて造船された。 創立者 平野冨二（→石川島播磨造船
所 → いまのIHI） 
 
当時の新聞記事による情報によると 

明治１０年２月、「通運会社持の第一号、第二号小蒸気二艘」が「本港製鉄所」
で出来上がり、９日横浜弁天橋で機械の試しがあった」 と報道しています。 
本港製鉄所→横浜製鉄所で、船舶用の蒸気機関、ボイラ等の機械全般を製作、 
船体本体は、石川島で造られ、機械は横浜で製作されました。 
 
中川船番所所蔵の「内国通運会社社史関係資料」によると 
明治９年、横浜製鉄所へ川蒸気船３艘を注文（駅逓頭の指導で） 
しかし、船体構造は、浅喫水を重視し、船体筐体の扁平、客室との権衝のため、 
船体の傾斜甚だしく、実用化できず、廃船した、と記録されています 
→ したがって、明治１０年５月運行の通運丸は、新造船である可能性かも。 
その後は、 

明治１７年（１８８４年）内国通運会社は、深川支店内に造船所を設け、通運丸
の修理、造船などを通じ、浅喫水船の改良を重ねていった。 
 



大利根博物館
航路図 

（銚港丸の実写） 

（銚子丸の実写） 

残る、蒸気船の実写真 
大利根博物館航路図 



関宿城博物館に展示されている江戸湾、利根川鳥観図です。 

さて、近世の水運のようすから見ていきます 



江戸開幕府 
 
 天正18年（1590）7月、小田原の北条氏討伐の功労により、徳川家康に関東の地
があたえられ、江戸に入ったのは、同年８月1日の事でした。 
 江戸城は、長禄元年（1457）に太田道灌の築いた城ですが、当時の江戸は、江戸

城の西北の丘陵地帯を除いて、その大半は低湿地で、海岸線もかなり入り組んで
いました。 
 

 家康は、まず江戸城周辺に水路を整備して、物資輸送の便を図りました。低湿地
であることを利用しました。小名木川を開いて行徳の塩の輸送を図りました。海岸
を埋立てて、新しい町の建設に力を注ぎました。 
 小名木川は、慶長年間（1596－1614）に拡張され、運河の役割を果たすようにな
りました。（小名木四郎兵衛） 
 
 慶長5年（1600）の関ヶ原合戦以後は、江戸を起点とする主要街道の整備を進め、
周辺の河川を利用した水上輸送網の整備に着手しました。 

 関東河川交通の中心は、利根川・隅田川水系、渡良瀬川・太日川水系、鬼怒川・
常陸川水系という３水系の本流・支流を利用するもので、複雑にいりくんだ流路の
整備が当面の課題でした。 



利根川の東遷 
 

 このころ利根川水系に加えられた河川改修工事は、総称して利根川東遷事業
といわれます。 
 
 文禄3年（1594）の会の川の締切りに始まって、 
 承応3年（1654）に赤堀川を開削して利根川水系と常陸川水系を結ぶまでの 

６０年間で、これによって利根川の本流を常陸川に導き、銚子で鹿島灘へ落とす
こととなりました。 
 

 常陸川は、中世から江戸時代初期の名称で、利根川東遷以後は、中利根川、
下利根川と呼ばれています。 

 栗橋付近の沼沢から発し、関宿東部の諸沼の水を集めて東へ流れ、途中、鬼
怒川、小貝川、手賀沼、印旛沼などと合流して、下流部に広大な低湿地帯を形
成していました。 
 

 利根川は上越国境の大水上山を源流とし、周辺の山岳部から水を集め渋川付
近かで関東平野に入り、乱流して数条に別れ江戸湾に注いでいました。 
 現在の隅田川は、寛永6年（1629）に荒川の瀬替が行われ荒川の下流部になり
ましたが、それ以前は、利根川は、江戸湾に注ぐ主要流路でした。 

 渡良瀬川は、かつて太日川、大井川と呼ばれ、栃木県西部の庚申山を源流と
し、大間々（群馬県）で平野に出て、ほぼ現在の江戸川の流路を南下して江戸湾
に注いでいました。 



「近世の水運」 
 利根川・江戸川の水運は、18世紀後半ごろから江戸の消費経済の発展

によって、それまでの年貢米の輸送に加え、銚子の海産物、銚子・野田の
醤油、そのほか酒や薪炭などの輸送が加わりました。 
 

 利根川にある木下河岸（印西市）は、印旛沼北岸一帯の材木や薪炭を積
み出したことから、その名がつけられたという。 
 

 江戸方面からは、醤油の空き樽や、醤油の原料の小麦・大豆・塩が運ば
れ、また、漁網の材料となる麻も運ばれました。 
 
行き来する船は、高瀬舟と呼ばれ、4～6人が乗りこんだ。 
 

 高瀬舟は、多くは利根川から関宿を通って江戸川に出ましたが、銚子の
新鮮な魚を江戸に運ぶ時は、夕方に銚子を出発して、明け方に相馬郡布
佐河岸（我孫子市）で陸揚げし、松戸河岸（松戸市）まで陸送されました。 
 

ここから、再び船で江戸川を下って行徳河岸（市川市）へ行き、行徳河岸か
ら新川・小名木川という運河を通って隅田川に出て、日本橋に運ばれてい
ました。 



江戸後期の境河岸の繁栄のようす 

境歴史民俗資料館 境河岸、小松原家・青木家資料 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57263098.html 

日光往還道、鬼怒川水系の 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57263098.html


利根川東遷について、少し触れてみます。 



利根川東遷後の利根川水系 



   川蒸気船航路図をご参照ください。 
関東の主な河岸 



「明治前期」の関東の川蒸気船の歴史を見ていきます。（年表をご覧くださ
い） 
 
 

明治２年（１８６９年）明治政府が西洋型の風帆船や蒸気船の民間所有を
許可したことから、明治初期の早い時期から、関東地方の湖河川には、蒸
気船が走っていたようです。 
 
定期航行で船名の明らかなものでは、 
明治４年（１８７１年）２月、東京・中田（現古河市） 利根川丸 
定飛脚問屋 嶋屋佐右衛門 蒸気船 昌栄丸 
明治７年（１８７４年） 盛運丸、衝鳳丸が木下・銚子 
明治８年（１８７５年） 信義丸（おいらん丸）、 
明治９年（１８７６年） 利根川丸、盛運丸、信義丸が木下・銚子 
 

これら初期の蒸気船は、詳しいことは不明ですが、廻船問屋、旅籠屋、の
経営者、飛脚問屋など、近世以来の交通運輸に関わった人々の一部が、
この新しい交通手段を積極的に取り入れていったことが想像できます。 



明治１０年代の 
「内国通運会社の設立」迄 
 

 明治に入ってからも、しばらくは、公用文書・貨物の地方への伝達は、江
戸時代と同じく、伝馬所や助郷制度が利用されていました。 
 
 明治政府は、1871年（明治4年）5月に「陸運会社規則」を制定し、 
同年10月、いっさいの官有の貨物は陸運会社に行わせることとし、 
翌1872年（明治5年）8月、伝馬所と助郷制度は廃止しました。 
 
佐々木荘助は、民間の飛脚問屋を集め、書状は郵便局に 
荷物や旅人輸送は輸送会社に 
明治5年、駅逓寮へ運輸会社設立の願所を提出し、 
陸運元会社を設立し → 汽船事業に着手しました。 
 
明治８年 陸運元会社は、社名を内国通運会社と改めました。 
 



陸運元会社のころは、船は和船で利根川・荒川・鬼怒川の三河川を航行とし、 
少し風波があると、すぐに運行が妨げられ、 
このため、汽船による航行が計画された。 

明治９年 利根川筋の水深の実測、千葉県内では、野田・流山・関宿辺り
の水深が最も浅く、汽船の航行に適さず、浚渫を願い出ました。 

明治10年2月 内国通運会社は利根川筋往復の蒸気船の旅客・貨物の運

賃と乗船人心得書を制定し、中川を経由して東京～埼玉間で汽船の「第
一号通運丸」の試運転を行いました。さらに、同年3月、利根川・江戸川の

浅瀬を社費で浚渫。 ついで、第二号通運丸が製造竣工すると、千葉県
域にも汽船を航行し、小名木川・新川を通って江戸川をさかのぼり、関宿
を経て、利根川に入って、銚子に至る航路が開かれました。 

明治12年5月 明治政府は太政官布告を発して、陸運独占を禁止し、 
誰でも自由に陸運会社を起こせるようになり、 

各地に内国通運会社に対抗する陸運会社ができ、各社の競争と離合集
散が繰り返されるようになりました。 

 こうした中、内国通運会社は、千葉県・銚子の地元資本によって設立され
た銚子汽船会社、汽船営業を行っていた木下河岸の河岸問屋・吉岡家など
と同盟して競争を乗り切り、他の汽船会社は次第に淘汰されていきました。 

利根川・江戸川の沿岸には、個人事業者によって、６艘の蒸気船が所有
されていた。主要運行蒸気船は 
通運丸 銚港丸 銚子丸 永島丸 いろは丸 高浜丸 高田丸 

陸運元会社は、 

そして、陸運元会社 → 内国通運会社へ 

そして、蒸気船事業は、同盟・共同運航へ 



通運丸の就航案内新聞記事 
 

「通運丸」の開業広告 



錦絵に描かれ
た 「蒸気船」 



同盟関係の成立と航路の安定化 
 
   「明治１０年代後半」の航運会社との競争を通じ、利根川水系では内
国通運・銚子汽船・木下の吉岡家などによる同盟が成立してます。 

    明治２０年代に入ると、主に江戸川・上利根方面は、内国通運、 
下利根方面は、銚子汽船・吉岡家という棲み分けが.成立し、 
内国通運の航路も安定していきました。 
同時に、内国通運は、東京湾にも通運丸の航路を開設しました。 

    明治２３年（1890年）３月には江戸川と利根川を結ぶ「利根運河」が営

業を開始し、当初は運河堤防の保護のため汽船の通行は許可されま
せんでしたが、同２６年４月以降からは通航が許可され、 
 
明治２８年２月には、東京・銚子間直行便が運航されるようになりました。 

そして、鉄道網の普及は、 

 蒸気船事業の発展に並走して汽船の運行ルートに影響を及ぼす鉄道
開設が進められ、関東の水運を取り巻く新たな交通網が形成されてい
き、蒸気船事業は衰退の運命をたどっていきます。 



内国通運開業1周年事業実績（明治12年3月）です。 
    年間収入    25,330円 
  総支出     15,383円 
  純益       9,947円21銭（39.3％） 
  投資総額   37,000円（蒸気船8隻） 
  利回り         26.8％（投資総額に対する純益） 
  期間              4年 
 
内国通運の経営実態（経理簿から推察、物博） 

  明治12年 明治13年 明治14年 明治15年 

収 入 37,826.168 46,379.231 74,201.897 93,844.277 

支 出 21,154.020 34,012.044 71,750.348 89,514.756 

利 益 16,672.148 12,367.187  2,451.548  4,329.521 

利益率   44.1% 26.7% 3.3%  4.6% 

利回り   45.0% 33.4%  6.6%  11.7% 

                         
（単位;円） 

 

このように、水運業の近代化が急速に推進されましたのですが、、、、。 



宮城家資料（文書館） 

内国通運株式会社高田分社 
   高田河岸宮城家について 
 

明治８年（１８７５年）３月陸運元会社
の分社になり、寄港業務を担った 
 

のちに内国通運会社の通運丸の寄
港所経営を担う 



明治中期ごろの蒸気船航路図 

１８８７年（明治20年）ころの銚子港と佐原河
岸の入・出荷品状況です。 



 銚子方面では、利根川の高田河岸で、宮城家が 
1851年（嘉永4年）以来、廻船業を営んでいました。 
  
 扱っている商品は、干鰯・〆粕・魚油などの水産加工品が多く、 

それについで、米・大豆・菜種などの農産品、赤穂塩。空き樽などの醤油生産の
材料など。 
  
 宮城家も政府の陸運政策の波を受け、 
1875年（明治8年）3月陸運元会社に入社しておりました。 
 
1877年（明治10年）、宮城家の所有船は、 

 ４５０俵積の高瀬舟のほか、それぞれ３００俵積・１２０俵積・１００俵積・７．８０
俵積の小船の計５艘でした。 
 

 宮城家は、独立した廻船業者であるとともに陸運元会社の社員でもあり、同社
の変遷とともに、内国通運会社から日本通運株式会社にいたるまで社員であり、
株主であった。また、同時に銚子汽船会社にも所属していた。 

高田河岸 宮城家 廻船所について 



「銚子汽船会社」 
1881年（明治14年）5月、醤油製造業者の浜口儀兵衛が数千円の資金を拠出し
て創立に着手し、同年12月に資本金1万1250円で会社を発足。 
 社長に岡本吉兵衛を選任して、 
翌1882年（明治15年）1月に開業となり、航路は銚子～木下間で、銚子丸一隻で
隔日の航行であった。 
 

 当時の航路の状況は、木下以東の下利根川に銚港丸・信義丸・銚浦丸などが
航行し、霞ヶ浦と北浦には通運丸・豊通丸・高浜丸・開運丸・大吉丸など数十隻
が航行し、それぞれの船主が異なり、競争していた。 
 
 同15年3月には、第１１号通運丸と小型汽船の大吉丸が先を争う競争をし、猿

山村（下総町）地先と神崎本宿地先の間の利根川で衝突し、大吉丸が沈没する
事故を引き起こした。 
 
 銚子汽船会社では、銚子～木下間の隔日の運行では不便であったので、 
1883年（明治16年）8月に第二銚子丸を就航させ、以後、二隻の汽船で毎日航行

となった。このとき、印旛郡竹袋村（印西市）の船問屋で二隻の銚港丸の船主で
あった吉岡七郎は、競争を回避して、営業の管理を銚子汽船会社に委託する連
合同盟を結成した。 



1884年（明治17年）8月、この同盟汽船と内国通運汽船会社も協定を結び、 
その内容は、航路を三ツ堀（野田市）に延長し、下利根川は、同盟汽船が、 

野田以南の江戸川は、通運丸が航行し、こうして銚子～東京間の連絡輸送の
便を開くものでありました。  三ツ堀と野田の間は、陸上輸送であった。 
 
 しかし、明治１７年8月に東京の航運会社の汽船いろは丸が下利根川にあらわ

れて、同盟汽船と競争を始めました。両社は進路の前後を争い、三ツ堀～野田
間の陸上では、人力車の料金を無料にするなど、競争は激烈となりました。 
 
翌18年11月、いろは丸は競争に敗れ撤退。 
同年12月銚港丸船主吉岡七郎との同盟汽船の期限が切れ、銚子汽船と吉岡と
の業務の提携も解約されています。 
 
1888年（明治21年）2月、銚子汽船会社は、銚子丸を北浦に就航させ、通運丸・
銚港丸とともに輪番で就航させております。 
 
1890年（明治23年）12月の霞ヶ浦への就航にあたっては、内国通運会社や吉岡

七郎と提携し、共有汽船としての「誠長丸」を走らせ、銚子汽船会社が管理しま
した。やがて共有汽船が解散すると、各自の汽船を輪番で就航させました。 



左記の経過などを説明する「銚子丸」の実写資料です。 



（利根運河開通による乗船者数の実態） 
銚子汽船は、           
 明治22年    23,739人  （入船前）      
 明治26年    39,514人  （試行） 
 明治29年    58,538人  （導入後） 
内国通運は 
 明治28年  321,684人                 
 

利根運河完成、開通 



「明治20年代」 

利根運河の開通について 
 
1890年（明治23年）に利根運河が完成、運河内は艀船を使って乗客や荷物の
輸送をしていました。 
 
1893年（明治26年）4月、銚子汽船は、利根運河内に汽船を入れ、江戸川を走
る通運丸へ直接貨客のつぎ替えをはじめた。 
 

 やがて、鉄道との競合が始まる中で、銚子・東京間にそれぞれ一回ずつ定期
船を直行させ、銚子汽船会社は、第三銚子丸を新造しました。 
 
1895年（明治28年）1月、利根運河を通って銚子・東京間の直行を始めました。 
1897年（明治30年）3月、第四銚子丸が新造。 
 
同年6月、総武鉄道は、銚子に延長されました。 
銚子・東京間の運賃を80銭から55銭に値下げされました。 
 



（利根運河工事の概要）について 
明治23年 深井新田（流山市）と船戸(柏市)間に8キロの利根運河開通。 
     総工費57万円 人夫220万人 竣工23年2月25日 
     24年、37,590隻（蒸気船4隻） 
     蒸気船の本格航行は26年4月1日、この年551隻 
     東京・銚子間直行便が就航した。28年には1,383隻に増加 
 
銚子・東京間の運賃 
1888年（明治21年）63銭、上等は三割増し、4歳までの幼児は、無料、12歳まで
は半額。 
 
 
 銚子を正午発と、東京を午後8時発があり、所要時間は、各地に寄港して客の
乗降や荷物の積み下ろしをするため23時間程度かかった。 
利根運河が開通した後も、つぎ替えがあるときは時間がかかっていました。 
 つぎ替えがなくなって直行するようになると、銚子～東京間は17時間程度に
圧縮されました。 
  



利根運河 堤 2017-4 

船戸 

深井新田 



「明治30年代」になりますと 
 
鉄道の開通が陸続します 
 明治29年 土浦～田端  （常磐線） 
 明治30年 銚子～本所  （総武線） 
 明治34年 成田～木下  （成田線） 
（乗降数） 
 木下駅   72,178人（一日当たり198人） 
 
この影響で、主要蒸気船 
 通運丸 銚港丸 銚子丸 芳多丸 朝日丸の 
（蒸気船の乗船者数）は、 
 木下  3,702人 
 六軒   346人 
（一日当たり11人） 
 
河川行政による航路工事も変化し、 
 航路維持の低水工事から洪水防御の高水工事へ 
 
そして、経営の行き詰まりへ、、。 
明治35年 銚港丸、利根丸――＞内国通運会社に売却されました 
 
「大正・昭和の水運」へ 
 蒸気船運行については、昭和９年ごろまでの記述があります。 



千葉県立中央図書館 

「利根川汽船航路案内」 通運丸、銚子丸のガイドブック 
     寄港場周辺の人口、交通、物産、史跡などの案内、紹介   



千葉県立中央図書館 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57401091.html 

「参考資料の紹介」 

左記の航路案内の大正期の改訂
版、観光案内版です。 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57401091.html


蒸気船実写資料 

内国通運から東京通船へ（大正８年） 

背景には投機家筋による内国
通運の株買い占めによる経営
陣の交代・内紛。通運丸や船員
もそのまま東京通船に引き継が
れました。 



蒸気船の風景は多くの作家によって描かれています。 



蒸気船が登場する文学作品の紹介 

蒸気船が文学作品に登場するようになったのは明治３０年代ごろで 
徳富蘆花 「水国の秋」 1897 
大和田建樹 「利根川舟」（「雪月花」） 1897 
田山花袋 「利根川の汽船」（山へ海へ」） 1917 （水郷めぐり）1920 
島崎藤村 「利根川だより」1898 「秋の一夜」「汽船の客」1911 
小林鍾吉 「利根川」（「日本名勝写生紀行」）1908 

等が利根川や霞ケ浦を題材に紀行文を著し、移動手段として蒸気船
に乗った様子を描いています。 

（散策中に得た情報です） 

正岡子規「七草集」のなかに隅田川の墨堤からの景色として
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57001351.html 
 
夏目漱石「木屑録」の「銚子から舟を賃して、、、。 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56238690.html 
 
森鴎外「北斿日乗」、鴎外軍医の兵隊検査随行記として 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56979586.html 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57001351.html
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57001351.html
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56238690.html
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56979586.html




https://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56273669.html 

蒸気船の運行は、明治期～昭和初期 

これに関連する蒸気船をはじめ、関連資料
は少なく、近年では、交通運輸史（物流史）
の研究対象、並びに河川土木史として研究
されています。 

山本鉱太郎さんの著書は、幼い時に
聞いた「蒸気船の話」を再現しようと、
調査・取材してまとめたものです。 
昭和49年 崙書房 

https://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56273669.html




通運丸模型と錦絵を展示する関宿城博物館 

各地の資料・博物館に通運丸を原型とした蒸気船模型が展示されている 



海の科学館 
歴史民俗博物館 

ささらばし煎餅屋所蔵 大利根博物館 千葉中央博物館 

各博物館所蔵の通運丸型模型 



物流博物館 
新川口 通運丸モニュメント 

浦安市郷土資料館 

江戸川区郷土資料室 



それでは 

  利根川 木下河岸散策に出かけましょう 

 今までは、内国通運の「通
運丸と銚子汽船の「銚子丸」
の運行状況をお話ししてまい
りましたが、 

明治１０年代から内国通運の
分社、 

銚子汽船との同盟、協同運
行から利根川流域にて活躍
した 

木下・吉岡家の蒸気船「銚港
丸」にスポットを当ててお話を
進めます。 



吉岡まちかど博物館 

吉岡まちかど博物館を訪ねる 



ＪＲ成田線 木下駅モニュメントタイル 

ＪＲ 「木下駅」に降り立つと 



木下河岸 探索 

２０１７年３月 木下河岸跡 巡見・取材 





http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57007437.html 

関連資料の紹介 

   「赤松宗旦 利根川図志」史料です。 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57007437.html


利根川木下河岸跡 

３月、川面には春の風が吹いていました。 



河岸跡から市街を臨む。かつての手賀沼落し堀は、道路に、車の往来、頻繁 

土手堤は、快適なサイクリングロード、自転車に注意！ 



歴史史料センターから利根川を臨む 
 

滔々と流れる大河、利根川、 
 
     歴史史料センターからの眺望はすばらしい！ 



歴史資料センター 

開館したばかりの「歴史史料センター」を覗いてみる 



歴史資料センター 



歴史資料センター 

明治期の木下河岸の復元ジオラマ、河岸の様
子がよくわかります。 



吉岡廻船所 銚港丸模型 

復原資料のメイン、川蒸気船「銚港丸」模型です。 



http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56487279.html 

吉岡まちかど博物館１０周年 

いよいよ、吉岡家 「蔵」を訪ねます。 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56487279.html


「蔵」復元の記録が載っています。 



案内パンフレット 

吉岡、まちかど博物館の案内パンフレット。表側 



常設展示の案内です。 



小学校社会科見学 

木下河岸 吉岡家の歴史を解説、紹介してます。 



2017年3月 講座「三社詣 香取神社 息栖神社 鹿島神社」 



昨年の「木下街道」散策に続き、 
平成２９年度事業活動の案内書 

寺子屋吉岡 

      まち育て塾 

印西市の歴史研究や学習講座を
開催の案内とまちそだてだより 
 
 



平成２９年度 まち育て塾講座の様子 



2017-4-16 木下河岸巡見の様子 



まち育て塾、アーバンネット中継予定表 

講座の様子は、地域ケーブルネットで放送されます。 

駅からハイクに利用されています。 



今年度スタッフ巡見中の資料です 



1、河川舟運の近代化がどのように進展し、変容を遂げ
たか 
2、史料は、東京都公文書館のモノを主に、偵察録、新

聞資料、防衛省防衛研究所所蔵資料、国際日本文化研
究センターの「民事判決データベース」の裁判事例等 
蒸気船進出における行徳河岸、和船業者との軋轢など 





「行徳船」、明治以降の行徳通船について 

 江戸時代、行徳新河岸（千葉県市川市行徳四丁目）と小網町三丁目にあった行徳河
岸（中央区日本橋小網町）間を「番船」「長渡船」と呼れ、幕藩体制下、特許船が航行
していました。 
行徳河岸における蒸気船の就航は、... 
明治4年利根川丸の就航 
明治10年通運丸の就航、 
 いずれも行徳は通過駅の位置づけであった 
明治11年は、和船業者の東行丸の就航   
明治12年、7月 蛎殻町・下新宿間 光通丸の就航に際して状況は大きく変容しました。 
 

 本行徳の加藤惣右衛門は、文明開化の蒸気船進出にまちの衰退を危惧し、行徳航
路への光通丸就航に際し、本行徳を乗船場に、さらに和船業者との共存協栄を意図
したが、加藤等の方針に対して、本行徳の和船業者は異を唱えた。地元の紛糾を危
惧した千葉県の指導もあって、着船場は北隣の下新宿へ移動、結果、偵察録に見る
よう本行徳の衰微を招いてしまいました。 
 その後、光通丸に反対した和船業者は、明治12年末から蒸気船行徳丸をはしらせ、

仁賀保義雄も蒸気船武総丸を東京・河原間に就航させ、以後光通丸と激しい競争を
おこない明治15年、光通丸以来関係の深かった本行徳関係者と滑川光亨等が「川汽
船会社」を設立するも、内部対立から崩壊を来たしました。 
明治17年2月には休業状態に陥りました。 

  明治前期の行徳通船は、川汽船会社、武総丸の仁賀保義雄、行徳丸関係者が内
国通運に蒸気船を譲渡し、同社に収斂していく経過でありました。 



               吉岡まちかど博物館 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56438116.html 

保存・研究・活動の様子を紹介しましょう 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56438116.html


毎月第一土曜日 例会 
事業計画、実行の打合せ 

「蔵」 ２階、活動のミーティングの様子です 



歴史資料研究「図録」です。 



史料説明展示パネル （コピー）   先の歴史講座の資料です。 



ガイドスタッフの説明資料として活用されます。 



木下河岸 パネル資料 

歴史講座受講者に配布されます。 
 
案内人のガイドマニュアルです。 



２０１６ ミニ企画展「木下の蒸気船」 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57361766.html 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57361766.html


資料、図録、パネル展示 



「歴史研究誌」 

平成１９年１０月２９日 
Ｋｉoroshi（木下）の蒸気船 
 
平成２３年１０月３０日 

川蒸気船銚港丸の誕生と
その終焉 
 
平成２６年１０月２５日 

吉岡まちかど博物館１０周
年記念誌 



吉岡家 蒸気船経営史料の解説 





「木下と蒸気船史料」の解題 
http://www.s-kawano.net/s-kawano/2014/07/post-138.html 
 

明治期吉岡家及び銚港丸関連年表等 （資料内容） 

＜研究調査活動＞ 

http://www.s-kawano.net/s-kawano/2014/07/post-138.html
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（一）初期銚港丸三船等に係る史料構成 

史料 分類 船名等   表題等           作成時期又は掲載期間等     史料郡 

① 契約書 第二銚港丸 「結約書」           明治13年9月 （四者連盟）       Ａ 

②   第三銚港丸 「結約書」           明治14年7月 （四者連盟）       Ａ 

③     「明治十二年八月船卸 銚港丸新造代金並諸費簿 壱号 会計係」   明治12年9月       Ｂ 

④   第一銚港丸 「明治十二年八月十二日開業同三十一日迄 銚港丸利益差引簿 会計係」   明治12年9月       Ｂ 

⑤     「明治十四年四月調 第壱銚港丸明細差引計算帳」     明治12年8月分～同14年4月分     Ｂ 

⑥     「明治壱弐年八月開業 銚港丸利益金控 壱号」     明治12年8月分～同15年3月分     Ｃ 

⑦ 経営関係   「明治十四年四月 第二銚港丸平均計算帳 篠田氏」     明治14年4月       Ｂ 

⑧   第二銚港丸 「明治十三年九月開業 第二号銚港丸利益金之通」     明治13年10月分～同15年3月     Ｃ 

⑨     「明治十三年九月開業 第二号銚港丸船代金受払差引取調簿 明治十四年四月調」 明治14年4月       Ｂ 

⑩   第三銚港丸 「明治十四年七月開業 第三号銚港丸利益金之通」     明治14年7月～同16年4月       Ｃ 

⑪     「明治十五年四月ヨリ七月迄従第一号 第三号ヲ通過不足計算割賦帳」   明治15年4月分～同15年7月分 明治15年8月25日   Ｂ 

⑫   共通 預金証書等           明治12年6月～同15年11月 （吉岡七郎から篠田両名へ） Ｄ 

⑬     「豊田氏 汽船会計簿」         明治14年9月分～同15年11月分     Ｃ 

⑭ その他   「誓願書」           明治17年6月10日 （吉岡七郎から銚子汽船株主へ）   Ｅ 

注1：史料②、⑪及び⑫は、流山市立博物館が所蔵している。 1、初期銚港丸三船が四者の出資による共同事業であったことが判明する「結約書」（史料①・②） 

2、第一銚港丸建造費内訳及び四者の持株割合が記載された史料③ 

注2：史料郡中、Ｂは5史料、Ｃは4史料が各々綴られ、 3、第一銚港丸就航時の明治12年8月12日から同年9月1日までの上り・下り別の航行日、運賃収入、乗員数、人件費 

   他のＡ、Ｄ及びＥは、単独史料である。   及び燃料代等が記載され、収支実態が判明する史料④。 

4、第一銚港丸に係る利益配分額、出資者への期待利回りに基づく予想配当並びに利益配分額及び予想配当額との差額 

注3：史料⑧については、明治14年7月分～明治15年3月分   が記載され、出資金回収実態が判明する史料⑤。 

   迄は第3銚港丸のみを、明治15年4月より明治16年4月 5、第二銚港丸に係る建造費及び四者の持株割合が記載された史料⑦。 

   分迄は第一から第三銚港丸をまとめて記載している。 7、第二銚港丸建造に係る四者の出資実態及び差入時期別利子調整実態が判明する史料⑨。 

8、持株数に応じた利益配分及び赤字となった場合の徴収額が記載された史料⑥、⑧及び⑩。 

＊ 本史料は、明治10年代前期の好景気、明治12年太政官布告 9、明治15年4月以降、各船別記事から三船を統合して利益配分額が記載された史料⑪ 

第十六号に基づく運輸の自由化に伴う川蒸気船間の本格的 10、吉岡七郎が篠田両家から銚港丸建造費用を徴収した際の預かり証である史料⑫ 

競争期及び中期以降の不況期に重なる時期の実態を表す情報 11、明治17年6月、吉岡七郎が銚子汽船会社株主当て提出した請願書である史料⑭ 

を提供している。 

銚港丸三船等に係る史料構成 



 
    ＜ 史料解題 ＞ 
 
1、初期銚港丸三船が四者の出資による共同事業であったことが判明する「結約
書」（史料①・②）         
 
2、第一銚港丸建造費内訳及び四者の持株割合が記載された史料③  
 
3、第一銚港丸就航時の明治12年8月12日から同年9月1日までの上り・下り別の航

行日、運賃収入、乗員数、人件費、及び燃料代等が記載され、収支実態が判明す
る史料④。  
        
4、第一銚港丸に係る利益配分額、出資者への期待利回りに基づく予想配当並び

に利益配分額及び予想配当額との差額が記載され、出資金回収実態が判明する
史料⑤。         
 
5、第二銚港丸に係る建造費及び四者の持株割合が記載された史料⑦。  
        



7、第二銚港丸建造に係る四者の出資実態及び差入時期別利子調整実態が判明す
る史料⑨。         
 
8、持株数に応じた利益配分及び赤字となった場合の徴収額が記載された史料⑥、
⑧及び⑩。         
 
9、明治15年4月以降、各船別記事から三船を統合して利益配分額が記載された史
料⑪         
 
10、吉岡七郎が篠田両家から銚港丸建造費用を徴収した際の預かり証である史料
⑫         
 
11、明治17年6月、吉岡七郎が銚子汽船会社株主当て提出した請願書である史料⑭
  

以上、本資料は、明治１０年代前期の好景気、明治１２年太政官布告第１６
号に基づく、運輸の自由化に伴う川蒸気船の間の本格的競争期、及び中
期以降の不況期に重なる時期の実体を表すものとして極めて興味深い情
報を提供しています。 



http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56399139.html 

第二銚港丸建造に係る「結約書」史料を読んでみる 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56399139.html
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第二銚港丸建造に係る結約書、解読要旨 
  

 当該資料は、明治十三年九月付けで作成された第二銚港丸の共同出資者、木
下の吉岡七郎、大森の宮嶋宗十郎、岩戸の篠田儀左衛門、及び篠田儀右衛門の
四者による取決め、「結約書」である。 
 

 第一条は、第二銚港丸の概要、代金、全体株数及び一株当たりの代金が記載さ
れている。株数は49.06129株と端数になっているが、これは、第一銚港丸の当初予
算が4,500円、これを30株としており、一株当たり150円となる。第二銚港丸代金総
額を一株当たり価格で除したものであろう。 

 船名は、銚港丸。「銚港」は銚子港を意味する。初期銚港丸三船は、「吉岡丸」ま
たは「木下丸」といった船主、居住地に関連する船名を付与しなかったのは  
        1、四者の共同出資 
    2、 四者の居住地の相違 
    3、木下・銚子」間の航行、等により「銚港丸」と命名したのであろう。 
 
 第二条は、定繁地を木下、航路は当時の主要航路である木下銚子間としている。 
 

 第三条は、初期銚港丸三船は、これまで公式統計書である「明治十三年千葉県
統計表」等の「所持人」欄には「吉岡七郎」と記載されていたが、事実は、「蒸気船
に精通し」、「事務手続等の観点から吉岡七郎の「単独名義とした」とある。 



 第四条は、第二銚港丸が第一銚港丸と異なり、四者の均等出資であること、
また、第一銚港丸と比べ、船価が1.54倍、一人当たりの出資額が大幅に上昇し
ていることがわかる。 
 

 第五条は、結約書の有効期限を六年間とし、また、毎月五日に四者会合をも
ち、直ちに利益配分をする。 
 
 第六条は、会計主任の役割を、 
 
 第七条は、出資者の解約に伴うペナルティ等をそれぞれ定めている。 
  

 第八条は、重要ポストである会計主任、経理担当の責任者は、吉岡七郎が名
指しで指名されている。 
 そして、明治十三年九月、四名連名により、署名、押印されている。 
 
  

 なお、結約書前分に「先ニ、同盟者連合蒸気船ヲ製造シ、第壱号銚港丸ト称
シ、明治十二年六月約を結ヒ」とあり、第一銚港丸の「結約書」が同年六月に作
成されていたことがわかります。また、明治十四年に建造された第三銚港丸に
係る結約書資料は、船価等数値関係以外は同内容である。 



史料解題後まとめられた資料（データ化） 

銚港丸三船経営資料 
 http://www.s-kawano.net/s-kawano/2017/02/post-197.html 
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木下 吉岡家 「川蒸気船経営」 
            についてのレポート 
 
http://www.s-kawano.net/s-kawano/2014/07/post-138.html 

内国通運と通運丸関係年表 

明治期の吉岡家及び銚港丸関係年表 

行徳河岸 銚港丸第4号、第5号 
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吉岡七郎と銚港丸（年表を参照ください） 
 

 吉岡家は、江戸期、河岸問屋、名主。明治期になっても戸長、郵便取扱
人を務め、そして蒸気船経営と木下の政治、経済の中心にいました。 
 銚港丸船主三代は吉岡七郎（1837～1898）、その長男で木下郵便局長
を長く務め、大正期には木下町長になった吉岡吉太郎（1859～1919）、吉
太郎長男の吉岡孝太郎（1879～1936）です。 

吉岡七郎は、「下総国北相馬郡川原代邑」（茨城県竜ケ崎市）の木村籐左
衛門長男として生まれ、その後、吉岡家へ養子に入り、以後目覚ましい活
躍をします。 
 
明治5年7月、利根川丸の布佐・銚子間就航、 
そして、明治9年吉岡家は、内国通運の分社となり、その後の内国通運と
の密接な関係が続きます。 
明治10年夏、内国通運は通運丸を木下・銚子間に走らせ、 
明治12年（1879年）第一銚港丸が木下・銚子間に就航、 
明治13年、第二銚港丸建造 
明治14年、第三銚港丸と矢次早に建造し、早くも最大の個人汽船業者に

なった。その後、内国通運、銚子汽船の二大汽船会社とも巧みに同盟関
係を結び、個人業者の淘汰の危機を乗り切りました。 
 



明治15年 1月 第一銚子丸、布佐・銚子間に就航 
         8月 吉岡七郎及び山口コンが銚子汽船と同盟関係になる 
明治15年12月 東京に本社を置く航運会社のいろは丸、東京・小見川間
に就航し、 
明治16年 5月 いろは丸関係者が加村・花野井（流山市～柏市）間にド
コーピル鉄道計画を出願。 
             8月 いろは丸、銚子、鉾田へ航路延伸し、銚子丸等との激しい
競争展開しました。 
             9月 銚港丸、銚子丸、いろは丸に対抗して三ツ堀へ航路延伸 
             10月 山口コン、銚子汽船との同盟から脱退、 
明治17年 4月 山口コン、航運会社への信義丸売買契約を破棄する 
       12月 いろは丸、銚子丸等の競争に敗れ、利根川筋から撤退。 

 10年代後半には、木下より上流の三ツ堀（野田市）、北浦の鉾田（茨城
県鉾田市）、明治24年には、成田山参詣客を意図した境（茨城県境町）・
新川（成田市）間、明治25年、霞ヶ浦の小川、高浜へ航路を伸ばしました。 



 吉岡七郎は、明治31年に亡くなり、その3年後には、成田鉄道木下駅が
開業した。 
 明治35年には手塩にかけ、育成してきた銚港丸等４隻を吉岡家は手放
します。 

 吉岡家は内国通運や銚子汽船とことなり、会社組織の形態はとらず、
一貫して個人事業者でありました。 
 吉岡家の蒸気船経営期の名称は「銚子汽船会社木下支店」でした。 
 

 吉岡家の庭内には吉太郎が父、七郎を顕彰して、明治３７年に高さ４
メートルを超える「吉岡翁の碑」を建てています。 
 

 吉岡七郎は、蒸気船事業という当時の最先端事業を資金調達、事業リ
スク等を勘案し、共同事業という事業モデルを選択し、用意周到に銚港
丸の運航を開始したのである。 

  明治28年２月、東京・銚子間（利根運河経由）を18時間で結ぶ直行

便を就航させ、銚港丸は利根川を中心に千葉、茨城、東京と多くの旅
人、荷物を運ぶと同時に、これら三府県の文化を「水の回廊」として結
び、木下にも「交通の結節文化」を運んだ。 



（九）第一銚港丸就航月の運行実態及び売上高
単位；円

日付 曜日 上り下り 金額 往復一航海 備考 注1：史料④より作成
の別 の売上高

8月12日 火 下り 0.720 注2：史料中の売上高、（運賃収入のみ）に係る記載値合計は、
1 8月13日 水 上り 0.410 1.130 　　　303円33銭6厘であり、41銭2厘異なる。本表では修正値を記載。

8月13日 水 下り 4.590
2 8月14日 木 上り 1.090 5.680

8月14日 木 下り 2.880
3 8月15日 金 上り 1.410 4.290

8月15日 金 下り 3.470
4 8月16日 土 上り 0.640 4.110    （十）第一銚港丸就航月の支出内訳

8月16日 土 下り 23.075 17日の 単位；円
5 8月17日 日 上り 12.925 36.000 下りなし 内容 金額 備考

8月18日 月 下り 22.520 19日の 各所手数料 30.334 一人につき1銭
6 8月19日 火 上り 10.415 32.940 下りなし 銚子屋 0.795

8月20日 水 下り 18.610 22日の 壁無屋 0.230
7 8月21日 木 上り 1.390 20.010 下りなし 三門屋 0.050

8月21日 木 下り 30.505 鈴木屋 0.020
8 8月22日 金 上り 25.527 56.030 乗客世話料合計 1.095

8月23日 土 下り 28.275 船長 14.000 板垣
9 8月24日 日 上り 5.090 33.370 器械師 8.000 金子

8月24日 日 下り 10.380 火夫 6.500 吉村
10 8月25日 月 上り 14.648 25.030 火夫 5.750 廣野

8月26日 火 下り 10.210 水夫 6.500 宮内
11 8月27日 水 上り 9.720 19.930 水夫 6.000 斎藤

8月28日 木 下り 11.860 水夫 6.000 安井
12 8月29日 金 上り 9.890 21.750 水夫 3.000 椎名

8月30日 土 下り 8.183 小使 1.000 伊藤
13 8月31日 日 上り 10.533 18.720 会計 15.000 不明

8月31日 日 下り 12.685 下会計 5.500 松本
14 9月1日 月 上り 12.089 24.770 下足番 1.500 渡辺

売上高（運賃収入）合計 303.748 303.750 船中　　 1.500
上り売上高 115.777 38.10% 乗組員給料合計 80.250
下り売上高 187.910 61.90% 乗組員食糧費 35.275

一航海平均売上高 21.70 薪代 88.895 他、含む縄代
弁当代餅代 4.125 油代 20.271
総売上高 307.873 茶炭弁当菓子仕入 6.570

支出計 262.960

第一銚港丸の就航当初、明治12年8月12日から同年9月1日までの運行実態及び売上高 総売上高 307.873

ほぼ毎日一往復し、8月中に木下・銚子間を14往復した。 支出計 262.690
差引 45.182

 
  

史料④より作成しました。 





第一銚港丸の建造費 
 造船費    4,449円 
 諸経費     334円 
  計        4,784円 
 当初予算    4,500円 
   差し引き   △284円 
 
資金調達（出資者及び額） 
    宮嶋宗一郎   10株×150円 ＝ 1,500円（33％） 
    篠田儀左衛門   3株×150円 ＝   450円（10％） 
    篠田儀右衛門   3株×150円 ＝   450円（10％） 
    吉岡七郎      14株×150円 ＝ 2,100円（47％） 
           計     30株×150円 ＝ 4,500円 
 
 （期待配当表） 
 元  金                 4,784円 
 期待利回り                20％ 
 期  間                      6年 
 期間中利子相当額    5,740円 （4784円×２0％×6年） 
 元利合計              10,524円 （4784円＋5740円） 
 年間利益                1,754円 （10524円÷6年） 
 月刊利益                   146円 （1754÷12月） 
    原価回収予定             2年7月 （4784円÷1754円） 
        実際は、明治14年4月、一年九ｹ月で回収した。 

経営データを見る 



単位；円
内容 金額

建造費 6,000.0000
罐一個 300.0000
諸費1 200.0000
諸費2 300.0000

全体 諸費3 481.7630
諸費4 160.1790

小計 7,411.9420

13年2月より14年4月迄の利子相当額 823.1250 15%

総計 8,265.0670
一株あたり（全体30株） 275.5022

（第一銚港丸就航月の運航実態及び売上高 明治12年8月12日～9月1日） 
   売上高          303.748円 
   他売上           4.125円 
   総売上げ        307.873円 
   各所手数料        30.334円 
   乗客世話料        1.095円 
   乗組員給料        80.250円 
   他支出（薪、油代）  151.011 円 
     支出計       262.6907円 
      差引         45.1823円 
 
 
第二銚港丸の建造費内訳と投下資本回収想定 



初期銚港丸三船経営実態表（明治１２年８月～明治１６年４月）
単位；円

　　項目 第一銚港丸 第二銚港丸 第三銚港丸 三船全体
全体利益 月平均 一往復 全体利益 月平均 一往復 全体利益 月平均 一往復 全体利益 月平均 一往復

明治１２年 658.4 142.1 4.7 658.4 142.1 4.7
明治１３年 3,302.6 275.2 9.2 728.6 210.2 7.0 4,031.2 260.6 8.7
明治１４年 3,430.7 285.9 9.5 2,373.0 197.7 6.6 -466.1 -62.3 -2.4 5,337.6 181.6 6.1
明治１５年 71.8 7.2 0.2 76.9 7.7 0.3 -1,465.3 -146.5 -4.9 -1,316.6 -43.9 -1.5 
明治１６年 358.3 89.6 3.0 -255.3 -63.8 -2.1 -40.7 -10.2 -0.3 62.2 5.2 0.2
合計・平均 7,821.7 202.5 6.1 2,923.2 110.4 3.2 -1,972.1 -137.0 -4.6 8,772.8 95.9 3.2

初期銚港丸三船の経営実態 

各蒸気船ごとの利益計算の状況です。 



（ 経営の概観 ） 
 

 明治12年8月から明治16年4月迄3年8ヶ月間に3艘全体で8,772円、月
平均95円、一往復約3円の利益を挙げていました。 
 明治14年後期からの不調があるものの12、13年の獲得利益が高く、順
調でありました。 
 しかし、利益の80％は、第一銚港丸分であり、第二銚港丸も15年以降
振るわず、第三銚港丸は赤字続き、15年は全体で1316円もの赤字を出
しています。 
 
 明治12年の就航直後から明治14年中期頃までは好景気及び業者間の
競争激化前の「創業者利益」に支えられ、期待利回り20％以上の確保、
予想を上回る投下資本の回収（期間の短縮）をもたらした。 
 しかし、その後、14年10月以降の松形デフレ、15年のコレラ等、競合者

の登場による要因が重なり、経営は急激に悪化しました。この経営実態
は、内国通運及び銚子汽船の経営実態と軌を一にしています。 
 
 資金調達面では、第一銚港丸の好成績、明治10年代前期の好成績に
支えられ、篠田両家が積極的に出資に応じたこと、などです。 

吉岡家は内国通運会社や銚子汽船会社とことなり、会社組織の形態はと
らず、一貫して個人事業者でありました。 



銚港丸の終焉 
 
 吉岡家は、第五銚港丸建造半年後、明治34年11月、蒸気船4艘（第一、

第四、第五及び利根丸）、石炭庫及び営業権等一切の譲渡を内国通運
及び銚子汽船両社に申し出た。吉岡家主要事業であった蒸気船事業か
らの撤退である。 
 
 利根川蒸気船交通の経営環境は、 
 明治29年、洪水予防を主眼とする河川法の制定、それに伴う33年から
の利根川河川改修工事の開始、 
 明治30年、本所・銚子間総武鉄道の開通 
 明治34年、成田線木下駅開業等、 
 河川舟運には不利な要素ばかりの状況になった。 
 
 銚港丸・利根丸等の譲渡手続きは明治35年4月13日の仮契約、4月29
日の売買契約書作成、30日所有権移転登記が行われた。 

 吉岡家は、蒸気船事業に見切りをつけ、木下銀行、利根肥料設立へ実
業家への転進を図った。 

＊情報・データは、印西市木下、「まちかど博物館発行図録」、及び印西市教育
委員会発行 「印西の歴史」第７号 村越博茂 氏 「研究レポート」より転用 



調査、見学資料館 等 
 

• 品川物流博物館（石川島資料館） 
• 江戸東京博物館 
• 中川船番所資料館 
• 市川歴史資料館（行徳河岸） 
• 流山博物館（利根運河） 
• 野田歴史資料館 
• 関宿城博物館（関宿藩 関宿河岸） 
• 境歴史民俗資料館（境河岸） 
• 吉岡まちかど博物館（木下河岸） 
• 県立中央図書館 
• 千葉中央博物館 
• 国立歴史民俗博物館 
• 佐原・香取資料館（伊能家文書） 
• 大利根博物館 
• 高田 宮城家（文書、公文書館） 
• 銚子公正市民館 
•                 他 



利根川流域における自然環境変動の河道変遷 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57518010.html 

河岸探索 境歴史民俗資料館 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57263098.html 

江戸と房総の交流史 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57173107.html 

「河岸」   川名  登 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56526888.html 

河川水運の文化史 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56553150.html 

江戸東京を支えた舟運の路 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56484119.html 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57518010.html
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57263098.html
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57173107.html
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56526888.html
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56553150.html
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56484119.html


利根運河散策 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56340912.html 

利根運河工事・運行 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56343478.html 

漱石：子規房総探勝記念碑建立レポート 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56238690.html 

漱石と歩く 明治の東京 
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57424301.html 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/54655550.html 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56340912.html
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56343478.html
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/56238690.html
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/57424301.html
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/54655550.html


お わ り 

お疲れ様でした 


